義務教育学校　第７学年　学級活動（２）指導案
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１　題材　「朝食を見直し、栄養バランスよく食べるためのめあてを決めよう」
　　　　　（オ　食育の観点を踏まえた学校給食と望ましい食習慣の形成）
２　題材設定の理由
　　本校の後期課程生徒（以下 生徒と表記）は、自分の食生活に関心はあるものの、栄養バランスを考えて食べていると回答した生徒の割合が３１．０％にとどまっている。朝食の摂取状況においては、毎日食べていると回答した生徒の割合が９５．５％であるが、朝食時の野菜を毎日食べていると回答した割合が６８．２％、汁物を毎日食べていると回答した割合が３６．４％と減少傾向にある。朝食を毎日食べているものの、栄養バランスのとれた望ましい形で摂取しているとは言えない現状にある。
　　心身ともに大きく成長する後期課程の時期では、体をつくり、活動の源になる食事がとても重要になる。特に一日の始まりである朝食は、脳や体を動かす重要なエネルギー源であり、一日における生活のリズムや望ましい食習慣を形成するために不可欠である。現時点で身についた食習慣を大人になってから改善することは容易ではない。今の時期に食習慣を見直し、健康な体作りを支える栄養バランスのとれた食事を意識させる必要がある。
　　本時では、食生活に関する校内アンケートの結果や自分手帳、朝食を振り返るレーダーチャートから生徒自身が課題を見つけ、栄養バランスのとれた食事が体と心の健康のために大きな役割を果たしていることを理解した上で、朝食の見直しを図ることができるようする。そのために、栄養バランスのとれた朝食について着目させながら食事の質や量だけでなく、生活習慣の改善についても考えさせ、生徒一人一人が自らの力で健康な身体づくりに役立つ実践につながるよう指導・助言していきたい。
３　『ふくしまっ子食育指針』との関連
	食べる力の要素
	期待する姿

	食生活や健康に主体的にかかわる。

	朝食の役割を理解し、自分の食生活や朝食内容を見直すことができる。


４　評価規準     
	 よりよい生活を築くための
　知識・技能
	集団や社会の形成者としての
思考・判断・表現
	主体的に生活や人間関係をよりよくしようとする態度

	栄養バランスの良い朝食を食べることが、健康な体を作るためには大切であることを理解している。
	望ましい朝食を食べるための課題を見つけ、改善の方法を考え実践できる。
	朝食の大切さに関心を持ち、自分の朝食をよりよい内容にしようとする。


５　活動計画
	  事　前
	食に関する意識調査、自分手帳

	  本　時
	学級活動「朝食を見直し、栄養バランスよく食べるためのめあてを決めよう」

	  事　後

	 食育だよりで、朝食摂取状況、朝食の役割と内容について保護者へ周知
 生徒が実践した結果をロイロノートにまとめ、保護者がコメントを記入

	  他教科との関連

	家庭科：食事の役割と食習慣、中学生に必要な栄養を満たす食事
保健体育：健康な生活と疾病の予防


 ６　本時のねらい
　   自己の朝食を振り返り、健康な体を作るために必要な朝食の内容や生活習慣等の改善について具体的な実践事項を決めることができる。
  ７　本時の活動                                      
	段階
	 　学習活動・内容
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	時間
	　　○指導上の留意点       *評価
	資料
	

	
	
	
	    T１（担任）
	  T２（栄養教諭）
	
	

	導
入

	１　本時の課題をつかむ。
（１) アンケート結果から本時の　　課題をつかむ。
　・朝食摂取状況・朝食内容
　・朝食をとらない理由
（２）自分手帳に記入した自己の　　課題とアンケート結果を比較　　する。
２　本時のめあてを把握する。

	10

	〇  朝食摂取状況や内容等の問題　点について考えさせ、本時の　    めあてにつなげていく。
〇　朝食の見直しが継続され、　　改善しているか確認させる。
○　アンケート結果と自分手帳の　現状を比較させることで課題意　識を明確にしていく。

	〇  アンケート結果等に　ついて補足し、朝食時　の栄養バランスの偏り　に気づかせる。
○ 自分手帳の目的や食　生活を見直す意義を再　確認させる。
○ アンケート結果と自　分手帳の陥没点を示唆　し課題把握を支援する。
	アンケート
結果グラフ
自分手帳

	

	展　　　開

	３　朝食の必要性について確認する。
（１）朝食が大切な理由を考える。
（２）朝食の役割について理解する。
  ・体や脳のエネルギー
　・体温上昇　
　・生活リズム
(３）レーダーチャートに記入しながら　　望ましい朝食について考える。
	20

	○　生徒自身の欠食体験などから　朝食の大切さを考えさせる。
○ T2の説明に生徒の生　活経験等を結びつけ　ながら理解を促して　いく。
○ 品数や量の違いに着目させながら、問題点に気づかせる。
○　悩んでいる生徒には自分手帳を　 参考にするよう助言する。
	○　朝食を食べない時の　体の変容から朝食の大　切さに気づかせる。　
○　自作の説明資料や自　分手帳を活用し、朝食　　の役割と効果について　理解させる。
○　給食を提示し、各自　の朝食と比較させる。
○　一品加えることで栄　養バランスが整うこと　を視覚的にとらえさせる。
	提示用ボード
充足率グラフ体温グラフ
朝食と学力
自分手帳
給食写真
タブレット
ロイロノート
	

	
	４  朝食の内容等についての改善　策を話し合う。　
（１）改善策について話し合い、　　共有する。
　・起床が遅い・時間がない
　・栄養バランス
（２）共有した内容をもとに改善　　策を見直す。　　
	15

	○　レーダーチャートから見えて　きた改善策を発表させること　　で、話し合いを活発にさせる。
　
○　他の生徒の考えを積極的に取　り入れるよう呼びかける。　

	○　朝食の内容だ
けでなく、生活面からも改善策を考えさせる。
○　専門的な立場から、より実践可能な改善策となるように助言する。
	タブレット

	

	ま
と
め

	５　本時を振り返り、今後、朝食で　実践していくことを発表する。
　　

	5

	○　今後取り組んでいく内容　を発表させることで、実践　欲を高める。　
	○　改善方法や栄養バラ　ンスのとり方等で工　　夫した点を賞賛し、実　　践意欲につなげる。  
	タブレット
電子黒板

	


７　準備・資料等
　電子黒板、タブレット、アンケート結果、給食写真、ワークシート、自作の説明資料（パワーポイント形式）、自分手帳、充足率グラフ、朝食と学力
８　指導上の留意点
　　朝食の改善については、家庭環境にも配慮しながら実践可能な内容を助言する。
９　板書計画
	  めあて                                             　まとめ
　アンケート結果　　　　　　　
朝食の役割       朝食の内容
                                                     朝食の改善策

                                      充足率グラフ  　　
 朝食が大切な理由              　                     
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　朝食と学力




自分の朝食を見直し、栄養バランスよく食べるためのめあてを決めよう





＊ 望ましい朝食を食べるための具体的な方法を考えることができたか。（発表、ロイロノート）








